


























色素に関連因子に対する AF 成分の影響について検討した。 
方法 AF 抽出液を添加して培養した B16 細胞を用いて、メラニン色素
合成能を観察する目的でチロシナーゼ活性を測定した。また
real-time RT-PCR 法によりメラニン色素の合成に関与する




た。さらにマウス血清を採取してα- Melanocyte-stimulating hormone 
(MSH)を EIA法にて測定した。 
結果 B16細胞に対して AF 成分は、チロシナーゼ活性を濃度依存的に
亢進させ、Mitf の mRNA発現を有意に増加した。 
AF抽出液を投与したマウスの毛色は黒色を増し、免疫染色法により皮
膚の Mitf の発現が観察された。また同マウス血清のα-MSH に対して
の影響は見られなかった。 
考察 チロシナーゼ活性およびα-MSHの結果から、AF成分は直接的に
B16 細胞に作用して、メラニン色素の合成を促すことが判明した。ま
た当作用が、Mitf の発現を介することが推察された。 
